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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　円板状の旋回側鏡板部（51）と該旋回側鏡板部（51）の前面（52）から突出する渦巻き
壁状の旋回側ラップ（60）とを有する旋回スクロール（50）と、
　上記旋回側ラップ（60）と噛み合う渦巻き壁状の固定側ラップ（42）を有する固定スク
ロール（40）とを備えたスクロール圧縮機であって、
　上記旋回側鏡板部（51）には、該旋回側鏡板部（51）の背面（53）に開口して上記旋回
側ラップ（60）の巻き終わり部（63）に沿って延びる背面凹部（70）が形成され、
　上記旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（63）は、上記旋回側ラップ（60）の巻き終わ
り端（62）から、上記旋回側鏡板部（51）の中心Ｃ回りの角度が２０°の範囲に位置する
部分であり、
　上記背面凹部（70）の全体が、上記旋回側鏡板部（51）の背面（53）と外周面（54）の
両方に開口し、
　上記背面凹部（70）は、上記旋回側鏡板部（51）の前面（52）に沿った底壁面（75）と
、該底壁面（75）から上記旋回側鏡板部（51）の背面（53）に向かって該旋回側鏡板部（
51）の厚さ方向に延びる内周側壁面（71）とを有している
ことを特徴とするスクロール圧縮機。
【請求項２】
　請求項１において、
　上記旋回側ラップ（60）に沿って該旋回側ラップ（60）の巻き始め端（61）から巻き終
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わり端（62）へ向かう方向が、上記旋回側ラップ（60）の伸長方向であり、
　上記背面凹部（70）の全体が、上記旋回側ラップ（60）の伸長方向における上記旋回側
ラップ（60）の巻き終わり端（62）の後側に形成されている
ことを特徴とするスクロール圧縮機。
【請求項３】
　請求項１において、
　上記旋回側ラップ（60）に沿って該旋回側ラップ（60）の巻き始め端（61）から巻き終
わり端（62）へ向かう方向が、上記旋回側ラップ（60）の伸長方向であり、
　上記背面凹部（70）は、上記旋回側ラップ（60）の伸長方向における上記旋回側ラップ
（60）の巻き終わり端（62）の前側と後側の両方に亘って形成されている
ことを特徴とするスクロール圧縮機。
【請求項４】
　請求項３において、
　上記背面凹部（70）は、上記旋回側ラップ（60）の伸長方向における上記旋回側ラップ
（60）の巻き終わり端（62）の後側に位置する部分（77）の上記旋回側鏡板部（51）の周
方向の長さが、上記旋回側ラップ（60）の伸長方向における上記旋回側ラップ（60）の巻
き終わり端（62）の前側に位置する部分（76）の上記旋回側鏡板部（51）の周方向の長さ
以上である
ことを特徴とするスクロール圧縮機。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか一つにおいて、
　上記旋回側鏡板部（51）の径方向における上記背面凹部（70）の幅をＷとする一方、
　上記旋回側ラップ（60）の外側面（65）の最外周端（66）と上記旋回側鏡板部（51）の
中心Ｃを通る直線上において、上記旋回側鏡板部（51）の中心Ｃから上記旋回側鏡板部（
51）の外周面（54）までの距離をＲとし、上記旋回側鏡板部（51）の中心Ｃから上記旋回
側ラップ（60）の外側面（65）までの距離をＲeとし、上記旋回側ラップ（60）の厚さを
ｔeとしたときに、
　Ｒ－（Ｒe＋ｔe）≦Ｗ≦Ｒ－（Ｒe－２ｔe）の関係を満たす
ことを特徴とするスクロール圧縮機。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか一つにおいて、
　上記背面凹部（70）の内周側壁面（71）は、上記旋回側鏡板部（51）の径方向における
上記旋回側ラップ（60）の外側面（65）の外側に位置する
ことを特徴とするスクロール圧縮機。
【請求項７】
　請求項１乃至５のいずれか一つにおいて、
　上記背面凹部（70）は、上記旋回側鏡板部（51）の径方向における上記旋回側ラップ（
60）の巻き終わり部（63）の外側面（65）の内側と外側の両方に亘って形成されている
ことを特徴とするスクロール圧縮機。
【請求項８】
　請求項１乃至７のいずれか一つにおいて、
　上記背面凹部（70）の深さをＤとし、上記旋回側鏡板部（51）の厚さをＴとしたときに
、０．５≦Ｄ／Ｔ≦０．８の関係を満たす
ことを特徴とするスクロール圧縮機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、スクロール圧縮機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
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　従来より、旋回スクロールと固定スクロールを備えたスクロール圧縮機が知られている
。スクロール圧縮機が停止する際には、スクロール圧縮機の作動中とは逆方向へ旋回スク
ロールが旋回する場合がある。旋回スクロールが逆転する際には、旋回側ラップの巻き終
わり部に作用する荷重が過大となり、旋回側ラップの破損を招くおそれがある。そこで、
特許文献１に開示されたスクロール圧縮機では、旋回側ラップの巻き終わり部に所定形状
の切り欠き部を形成することによって、旋回スクロールの逆転中に旋回側ラップの巻き終
わり部に作用する荷重を低減している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１６－０７９８７３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に開示されたスクロール圧縮機のように旋回側ラップの巻き終わり部に切り
欠き部を形成した場合、旋回側ラップのうち切り欠き部の形成された部分は、圧縮室を形
成できない。その結果、旋回側ラップのうち圧縮室を形成できる部分の長さが短くなり、
閉じきり時点における圧縮室の容積が小さくなり、スクロール圧縮機の容量を確保できな
いおそれがあった。
【０００５】
　本開示の目的は、スクロール圧縮機の容量を確保しつつ、旋回側ラップの損傷を抑える
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本開示の第１の態様は、円板状の旋回側鏡板部（51）と該旋回側鏡板部（51）の前面（
52）から突出する渦巻き壁状の旋回側ラップ（60）とを有する旋回スクロール（50）と、
上記旋回側ラップ（60）と噛み合う渦巻き壁状の固定側ラップ（42）を有する固定スクロ
ール（40）とを備えたスクロール圧縮機を対象とし、上記旋回側鏡板部（51）には、該旋
回側鏡板部（51）の背面（53）に開口して上記旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（63）
に沿って延びる背面凹部（70）が形成され、上記旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（63
）は、上記旋回側ラップ（60）の巻き終わり端（62）から、上記旋回側鏡板部（51）の中
心Ｃ回りの角度が２０°の範囲に位置する部分であり、上記背面凹部（70）の全体が、上
記旋回側鏡板部（51）の背面（53）と外周面（54）の両方に開口し、上記背面凹部（70）
は、上記旋回側鏡板部（51）の前面（52）に沿った底壁面（75）と、該底壁面（75）から
上記旋回側鏡板部（51）の背面（53）に向かって該旋回側鏡板部（51）の厚さ方向に延び
る内周側壁面（71）とを有しているものである。
【０００７】
　第１の態様では、旋回側鏡板部（51）に背面凹部（70）が形成される。旋回側鏡板部（
51）において、背面凹部（70）が形成された部分は、他の部分に比べて厚さが薄く、従っ
て他の部分に比べて剛性が低い。背面凹部（70）は、旋回側ラップ（60）の巻き終わり部
（63）に沿って延びている。従って、旋回側鏡板部（51）は、旋回側ラップ（60）の巻き
終わり部（63）に沿った部分の剛性が比較的低くなる。
【０００８】
　旋回スクロール（50）の逆転中には、旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（63）に比較
的大きな荷重が作用する場合がある。この場合、第１の態様のスクロール圧縮機（10）で
は、旋回側鏡板部（51）のうち背面凹部（70）が形成された部分（即ち、剛性が比較的低
い部分）が弾性変形する。このため、旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（63）の根元付
近の部分（即ち、旋回側鏡板部（51）寄りの基端部）において発生する応力が小さくなり
、旋回側ラップ（60）の損傷が回避される。
【０００９】
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　また、第１の態様の旋回側鏡板部（51）では、その背面（53）と外周面（54）の両方に
背面凹部（70）の全体が開口する。旋回側鏡板部（51）の外周面（54）は、旋回側鏡板部
（51）の径方向における旋回側ラップ（60）の外側に位置する。従って、この態様の背面
凹部（70）は、その少なくとも一部分が、旋回側鏡板部（51）の径方向における旋回側ラ
ップ（60）の巻き終わり部（63）の外側に位置する。この態様の旋回側鏡板部（51）は、
その外周面（54）に背面凹部（70）が開口するため、旋回側ラップ（60）の巻き終わり部
（63）に沿った部分の剛性が低くなる。
【００１０】
　また、第１の態様において、背面凹部（70）は、底壁面（75）と内周側壁面（71）とを
有する。底壁面（75）は、旋回側鏡板部（51）の前面（52）に沿った面である。内周側壁
面（71）は、底壁面（75）から旋回側鏡板部（51）の背面（53）に向かって旋回側鏡板部
（51）の厚さ方向に延びる面である。
【００１１】
　本開示の第２の態様は、上記第１の態様において、上記旋回側ラップ（60）に沿って該
旋回側ラップ（60）の巻き始め端（61）から巻き終わり端（62）へ向かう方向が、上記旋
回側ラップ（60）の伸長方向であり、上記背面凹部（70）の全体が、上記旋回側ラップ（
60）の伸長方向における上記旋回側ラップ（60）の巻き終わり端（62）の後側に形成され
るものである。
【００１２】
　第２の態様の旋回側鏡板部（51）では、背面凹部（70）の全体が、旋回側ラップ（60）
の伸長方向における旋回側ラップ（60）の巻き終わり端（62）の後側に形成される。この
態様では、背面凹部（70）の全体が、旋回側ラップ（60）に沿っている。
【００１３】
　本開示の第３の態様は、上記第１の態様において、上記旋回側ラップ（60）に沿って該
旋回側ラップ（60）の巻き始め端（61）から巻き終わり端（62）へ向かう方向が、上記旋
回側ラップ（60）の伸長方向であり、上記背面凹部（70）は、上記旋回側ラップ（60）の
伸長方向における上記旋回側ラップ（60）の巻き終わり端（62）の前側と後側の両方に亘
って形成されるものである。
【００１４】
　第３の態様の背面凹部（70）は、その一部が旋回側ラップ（60）の伸長方向における旋
回側ラップ（60）の巻き終わり端（62）の前側に位置し、残りの部分が旋回側ラップ（60
）の伸長方向における旋回側ラップ（60）の巻き終わり端（62）の後側の領域に位置する
。
【００１５】
　本開示の第４の態様は、上記第３の態様において、上記背面凹部（70）は、上記旋回側
ラップ（60）の伸長方向における上記旋回側ラップ（60）の巻き終わり端（62）の後側に
位置する部分（77）の上記旋回側鏡板部（51）の周方向の長さが、上記旋回側ラップ（60
）の伸長方向における上記旋回側ラップ（60）の巻き終わり端（62）の前側に位置する部
分（76）の上記旋回側鏡板部（51）の周方向の長さ以上であるものである。
【００１６】
　第４の態様の背面凹部（70）は、旋回側ラップ（60）の伸長方向における旋回側ラップ
（60）の巻き終わり端（62）の後側に位置する部分（77）が、旋回側ラップ（60）の巻き
終わり部（63）に沿う一方、旋回側ラップ（60）の伸長方向における旋回側ラップ（60）
の巻き終わり端（62）の前側に位置する部分（76）が、旋回側ラップ（60）の巻き終わり
部（63）から外れる。従って、この態様の背面凹部（70）は、旋回側ラップ（60）の巻き
終わり部（63）に沿う部分（77）の長さが、旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（63）か
ら外れた部分（76）の長さ以上となる。
【００１７】
　本開示の第５の態様は、上記第１～第４のいずれか一つの態様において、上記旋回側鏡
板部（51）の径方向における上記背面凹部（70）の幅をＷとする一方、上記旋回側ラップ
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（60）の外側面（65）の最外周端（66）と上記旋回側鏡板部（51）の中心Ｃを通る直線上
において、上記旋回側鏡板部（51）の中心Ｃから上記旋回側鏡板部（51）の外周面（54）
までの距離をＲとし、上記旋回側鏡板部（51）の中心Ｃから上記旋回側ラップ（60）の外
側面（65）までの距離をＲeとし、上記旋回側ラップ（60）の厚さをｔeとしたときに、Ｒ
－（Ｒe＋ｔe）≦Ｗ≦Ｒ－（Ｒe－２ｔe）の関係を満たすものである。
【００１８】
　第５の態様において、背面凹部（70）の幅をＷは、Ｒ－（Ｒe＋ｔe）≦Ｗ≦Ｒ－（Ｒe
－２ｔe）の関係を満たす。この態様では、旋回側鏡板部（51）のうち背面凹部（70）が
形成された部分（即ち、剛性が比較的低い部分）の大きさが確保される。その結果、旋回
側ラップ（60）の巻き終わり部（63）の根元付近の部分において発生する応力が小さくな
り、旋回側ラップ（60）の損傷が回避される。
【００１９】
　本開示の第６の態様は、上記第１～第５のいずれか一つの態様において、上記背面凹部
（70）の内周側壁面（71）は、上記旋回側鏡板部（51）の径方向における上記旋回側ラッ
プ（60）の外側面（65）の外側に位置するものである。
【００２０】
　第６の態様の旋回側鏡板部（51）では、旋回側鏡板部（51）の径方向における旋回側ラ
ップ（60）の旋回側ラップ（60）の外側面（65）の外側の部分に、背面凹部（70）が配置
される。
【００２１】
　本開示の第７の態様は、上記第１～第５のいずれか一つの態様において、上記背面凹部
（70）は、上記旋回側鏡板部（51）の径方向における上記旋回側ラップ（60）の巻き終わ
り部（63）の外側面（65）の内側と外側の両方に亘って形成されるものである。
【００２２】
　第７の態様の旋回側鏡板部（51）では、旋回側鏡板部（51）の径方向における旋回側ラ
ップ（60）の外側の部分と、旋回側鏡板部（51）の径方向における旋回側ラップ（60）の
巻き終わり部（63）の外周面（54）よりも内側の部分とに亘って、背面凹部（70）が形成
される。
【００２３】
　本開示の第８の態様は、上記第１～第７のいずれか一つの態様において、上記背面凹部
（70）の深さをＤとし、上記旋回側鏡板部（51）の厚さをＴとしたときに、０．５≦Ｄ／
Ｔ≦０．８の関係を満たすものである。
【００２４】
　第８の態様の旋回側鏡板部（51）において、背面凹部（70）は、０．５≦Ｄ／Ｔ≦０．
８の関係を満たす。このため、旋回側鏡板部（51）のうち背面凹部（70）が形成された部
分の剛性が比較的低くなり、旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（63）の根元付近の部分
において発生する応力が小さくなる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】図１は、実施形態のスクロール圧縮機の縦断面図である。
【図２】図２は、図１のII－II断面における圧縮機構の断面図である。
【図３】図３は、旋回側ラップ側から見た実施形態の旋回スクロールの斜視図である。
【図４】図４は、ボス部側から見た実施形態の旋回スクロールの斜視図である。
【図５】図５は、実施形態の旋回スクロールの平面図である。
【図６】図６は、実施形態の旋回スクロールの背面図である。
【図７】図７は、図５のVII－VII断面の要部を示す旋回スクロールの断面図である。
【図８】図８は、第１変形例の旋回スクロールの平面図である。
【図９】図９は、図８のIX－IX断面の要部を示す旋回スクロールの断面図である。
【図１０】図１０は、第１変形例の旋回スクロールの平面図である。
【図１１】図１１は、図１０のXI－XI断面の要部を示す旋回スクロールの断面図である。
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【図１２】図１２は、第１変形例の旋回スクロールの平面図である。
【図１３】図１３は、第２変形例の旋回スクロールの平面図である。
【図１４】図１４は、第２変形例の旋回スクロールの平面図である。
【図１５】図１５は、参考技術１の旋回スクロールの平面図である。
【図１６】図１６は、参考技術２の旋回スクロールの図７に相当する断面を示す断面図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　実施形態のスクロール圧縮機（10）について説明する。このスクロール圧縮機（10）は
、冷媒が循環して冷凍サイクルを行う冷媒回路（図示省略）に接続され、流体である冷媒
を圧縮する。
【００２７】
　　－スクロール圧縮機の全体構成－
　図１に示すように、スクロール圧縮機（10）は、密閉容器であるケーシング（11）に圧
縮機構（30）と電動機（20）とが収容された全密閉型圧縮機である。
【００２８】
　ケーシング（11）は、両端が閉塞された円筒状の圧力容器である。ケーシング（11）は
、その軸方向が上下方向となる姿勢で設置される。ケーシング（11）の上端部には、冷媒
回路の冷媒を圧縮機構（30）へ導入するための吸入管（12）が設けられる。また、ケーシ
ング（11）には、ケーシング（11）内の冷媒をケーシング（11）外に導出するための吐出
管（13）が設けられる。ケーシング（11）の底部には、圧縮機構（30）等を潤滑するため
の潤滑油が貯留される。
【００２９】
　ケーシング（11）の内部において、電動機（20）は、圧縮機構（30）の下方に配置され
る。電動機（20）と圧縮機構（30）は、駆動軸（25）によって連結される。電動機（20）
は、固定子（21）と回転子（22）とを備えている。電動機（20）の固定子（21）は、ケー
シング（11）に固定される。電動機（20）の回転子（22）は、駆動軸（25）に取り付けら
れる。
【００３０】
　駆動軸（25）は、主軸部（26）と、偏心軸部（27）とを備える。主軸部（26）は、その
軸心が駆動軸（25）の軸心と一致する。主軸部（26）には、電動機（20）の回転子（22）
が取り付けられる。主軸部（26）は、回転子（22）の上側の部分が、後述する圧縮機構（
30）の軸受部（36）に支持され、回転子（22）の下側の部分が、後述する下部軸受部材（
15）に支持される。偏心軸部（27）は、比較的短い軸状に形成され、主軸部（26）の上端
に突設される。偏心軸部（27）の軸心は、主軸部（26）の軸心と実質的に平行であり、主
軸部（26）の軸心に対して偏心している。
【００３１】
　ケーシング（11）内の下部には、下部軸受部材（15）が設けられる。下部軸受部材（15
）は、ケーシング（11）に固定される。下部軸受部材（15）は、駆動軸（25）の主軸部（
26）を回転自在に支持するジャーナル軸受を構成する。
【００３２】
　　－圧縮機構の構成－
　圧縮機構（30）は、ハウジング（35）と、固定スクロール（40）と、旋回スクロール（
50）と、オルダム継手（32）とを備える。ハウジング（35）は、ケーシング（11）に固定
される。固定スクロール（40）は、ハウジング（35）の上面に配置される。旋回スクロー
ル（50）は、固定スクロール（40）とハウジング（35）との間に配置される。
【００３３】
　ハウジング（35）は、中央が凹陥した皿状の部材である。また、ハウジング（35）には
、軸受部（36）が形成される。軸受部（36）は、下方へ突出した肉厚の筒状の部分である
。軸受部（36）は、駆動軸（25）の主軸部（26）を回転自在に支持するジャーナル軸受を
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構成する。
【００３４】
　図２にも示すように、固定スクロール（40）は、固定側鏡板部（41）と、固定側ラップ
（42）と、外周壁部（43）とを備える。固定側ラップ（42）は、インボリュート曲線を描
く渦巻き壁状に形成され、固定側鏡板部（41）の前面（図１における下面）から突出する
。外周壁部（43）は、固定側ラップ（42）の外周側を囲むように形成され、固定側鏡板部
（41）の前面から突出する。固定側ラップ（42）の先端面と外周壁部（43）の先端面とは
略面一である。
【００３５】
　本実施形態の圧縮機構（30）は、固定側ラップ（42）が、後述する旋回スクロール（50
）の旋回側ラップ（60）よりも長い非対称ラップ構造となっている。図２に二点鎖線で示
すように、固定側ラップ（42）のうち最外周に位置する部分は、外周壁部（43）と一体化
されている。
【００３６】
　図３及び図４にも示すように、旋回スクロール（50）は、旋回側鏡板部（51）と、旋回
側ラップ（60）と、ボス部（55）とを備える。旋回側鏡板部（51）は、概ね円形の平板状
に形成される。旋回側ラップ（60）は、インボリュート曲線を描く渦巻き壁状に形成され
、旋回側鏡板部（51）の前面（52）（図１における上面）から突出する。旋回側ラップ（
60）は、旋回側鏡板部（51）の中央寄りの先端が巻き始め端（61）であり、旋回側鏡板部
（51）の外周面（54）寄りの先端が巻き終わり端（62）である。ボス部（55）は、円筒状
に形成され、旋回側鏡板部（51）の背面（53）の中央部に配置される。ボス部（55）には
、駆動軸（25）の偏心軸部（27）が差し込まれる。
【００３７】
　旋回スクロール（50）の旋回側鏡板部（51）には、キー溝（56）と背面凹部（70）とが
形成される。キー溝（56）は、旋回側鏡板の背面（53）に開口する凹溝である。図５及び
図６に示すように、キー溝（56）は、旋回側鏡板部（51）の中心を挟んで対向する位置に
一つずつ配置される。このキー溝（56）には、オルダム継手（32）のキーが嵌まり込む。
背面凹部（70）については、後述する。
【００３８】
　オルダム継手（32）は、旋回スクロール（50）とハウジング（35）の間に配置される。
オルダム継手（32）は、旋回スクロール（50）とハウジング（35）のそれぞれに係合し、
旋回スクロール（50）の自転を規制する。
【００３９】
　図２にも示すように、旋回スクロール（50）の旋回側ラップ（60）は、固定スクロール
（40）の固定側ラップ（42）と噛み合う。旋回側ラップ（60）の内側面（64）は、固定側
ラップ（42）の外側面（48）と摺動し、旋回側ラップ（60）の外側面（65）は、固定側ラ
ップ（42）の内側面（47）と摺動する。旋回側ラップ（60）の内側面（64）は、旋回側ラ
ップ（60）の側壁面のうち固定側ラップ（42）の外側面（48）と摺動する部分である。旋
回側ラップ（60）の外側面（65）は、旋回側ラップ（60）の側壁面のうち固定側ラップ（
42）の内側面（47）と摺動する部分である。圧縮機構（30）では、固定スクロール（40）
の固定側鏡板部（41）及び固定側ラップ（42）と、旋回スクロール（50）の旋回側鏡板部
（51）及び旋回側ラップ（60）とに囲まれた圧縮室（31）が形成される。
【００４０】
　固定スクロール（40）の外周壁部（43）には、吸入ポート（44）が形成される。吸入ポ
ート（44）には、吸入管（12）の下流端が接続される。固定スクロール（40）の固定側鏡
板部（41）の中央には、固定側鏡板部（41）を貫通する吐出口（45）が形成される。
【００４１】
　固定側鏡板部（41）の背面（図１における上面）の中央には、高圧チャンバ（46）が形
成される。高圧チャンバ（46）は、吐出口（45）に連通する空間である。高圧チャンバ（
46）は、図外の通路を介して、ケーシング（11）内におけるハウジング（35）の下方の空
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間に連通する。
【００４２】
　　－スクロール圧縮機の運転動作－
　スクロール圧縮機（10）では、圧縮機構（30）の旋回スクロール（50）が、電動機（20
）によって駆動されて公転運動を行う。本実施形態の旋回スクロール（50）は、図２にお
ける時計方向に公転する。旋回スクロール（50）が移動すると、吸入管（12）から吸入ポ
ート（44）へ流入した冷媒が、圧縮室（31）へ流入する。旋回スクロール（50）が移動す
るにつれて、圧縮室（31）は、旋回側ラップ（60）の巻き終わり端（62）から巻き始め端
（61）へ向かって移動し、それに伴って圧縮室（31）の容積が縮小し、圧縮室（31）内の
冷媒が圧縮される。圧縮された冷媒は、圧縮室（31）から吐出口（45）を通って高圧チャ
ンバ（46）へ吐出される。高圧チャンバ（46）へ流入した冷媒は、ケーシング（11）内に
おけるハウジング（35）の下方の空間へ流入し、その後に吐出管（13）を通ってケーシン
グ（11）の外部へ流出する。
【００４３】
　　－旋回側鏡板部の背面凹部－
　上述したように、旋回スクロール（50）の旋回側鏡板部（51）には、背面凹部（70）が
形成される。ここでは、背面凹部（70）について、図３～７を参照しながら詳しく説明す
る。
【００４４】
　背面凹部（70）は、旋回側鏡板部（51）の背面（53）と外周面（54）の両方に開口する
凹部である。背面凹部（70）は、旋回側鏡板部（51）の外周縁に沿うように湾曲している
。つまり、背面凹部（70）は、旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（63）に沿って延びて
いる（図５,６を参照）。なお、旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（63）については後
述する。
【００４５】
　背面凹部（70）の内周側壁面（71）は、背面凹部（70）に面する側壁面のうち旋回側ラ
ップ（60）の巻き終わり部（63）に沿って延びる部分である。この内周側壁面（71）は、
旋回側鏡板部（51）の径方向において、旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（63）の外側
面（65）よりも僅かに外側に位置する（図５～７を参照）。つまり、背面凹部（70）は、
その全体が、旋回側鏡板部（51）の径方向における旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（
63）の外側に位置する。
【００４６】
　背面凹部（70）は、旋回側鏡板部（51）の周方向における旋回側ラップ（60）の巻き終
わり端（62）の前側と後側の両方に亘って形成される。つまり、旋回側鏡板部（51）の中
心Ｃ周りの角度を中心角としたときに、本実施形態の旋回側鏡板部（51）では、中心角が
所定の数値範囲となり且つ旋回側ラップ（60）の巻き終わり端（62）を含む領域に、背面
凹部（70）が形成される。なお、旋回側鏡板部（51）の中心Ｃは、ボス部（55）の中心軸
上の点である。また、言い換えると、背面凹部（70）は、旋回側ラップ（60）の伸長方向
における旋回側ラップ（60）の巻き終わり端（62）の前側と後側の両方に亘って形成され
る。旋回側ラップ（60）の伸長方向は、旋回側ラップ（60）に沿って旋回側ラップ（60）
の巻き始め端（61）から巻き終わり端（62）へ向かう方向である。
【００４７】
　背面凹部（70）の前側壁面（73）は、図６に示す半直線ＨＦの一部を含む平面である。
この半直線ＨＦは、旋回側鏡板部（51）の中心Ｃから旋回側鏡板部（51）の径方向の外側
に延びる半直線である。背面凹部（70）の前側壁面（73）は、旋回側鏡板部（51）の周方
向において、旋回側ラップ（60）の巻き終わり端（62）よりも前側（図５における時計方
向に進んだ側、図６における反時計方向に進んだ側）に位置する。つまり、背面凹部（70
）の前側壁面（73）は、旋回側ラップ（60）の巻き方向において、旋回側ラップ（60）の
巻き終わり端（62）よりも先に進んだ位置に配置される。旋回側ラップ（60）の巻き方向
は、上述した旋回側ラップ（60）の伸長方向と同じである。
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【００４８】
　背面凹部（70）の後側壁面（74）は、図６に示す半直線ＨＢの一部を含む平面である。
この半直線ＨＢは、旋回側鏡板部（51）の中心Ｃから旋回側鏡板部（51）の径方向の外側
に延びる半直線である。背面凹部（70）の後側壁面（74）は、旋回側鏡板部（51）の周方
向において、旋回側ラップ（60）の巻き終わり端（62）よりも後側（図５における反時計
方向に進んだ側、図６における時計方向に進んだ側）に位置する。つまり、背面凹部（70
）の後側壁面（74）は、旋回側ラップ（60）の巻き方向において、旋回側ラップ（60）の
巻き終わり端（62）よりも巻き始め端（61）寄りに配置される。旋回側ラップ（60）の巻
き方向は、上述した旋回側ラップ（60）の伸長方向と同じである。
【００４９】
　本実施形態の旋回側鏡板部（51）において、半直線Ｈ１と半直線ＨＢのなす角度αは、
半直線Ｈ１と半直線ＨＦのなす角度β以上である（α≧β）。本実施形態において、角度
αは３５°であり、角度βは１５°である。角度αは、角度βの２倍以上（α≧２β）で
あるのが望ましい。なお、半直線Ｈ１は、旋回側鏡板部（51）の中心Ｃから旋回側鏡板部
（51）の径方向の外側に延び且つ旋回側ラップ（60）の巻き終わり端（62）を通る半直線
である。
【００５０】
　背面凹部（70）のうち、旋回側鏡板部（51）の周方向における旋回側ラップ（60）の巻
き終わり端（62）よりも前側に位置する部分を前側部分（76）とし、旋回側鏡板部（51）
の周方向における旋回側ラップ（60）の巻き終わり端（62）よりも後側に位置する部分を
後側部分（77）とする。前側部分（76）は、背面凹部（70）のうち、旋回側ラップ（60）
の伸長方向における旋回側ラップ（60）の巻き終わり端（62）よりも前側に位置する部分
である。後側部分（77）は、背面凹部（70）のうち、旋回側ラップ（60）の伸長方向にお
ける旋回側ラップ（60）の巻き終わり端（62）よりも後側に位置する部分である。
【００５１】
　背面凹部（70）は、旋回側鏡板部（51）の周方向における前側部分（76）の長さＬＦが
角度βに比例し、旋回側鏡板部（51）の周方向における後側部分（77）の長さＬＢが角度
αに比例する。上述したように、本実施形態の背面凹部（70）は、角度αが角度β以上で
ある。従って、本実施形態の背面凹部（70）は、旋回側鏡板部（51）の周方向における後
側部分（77）の長さＬＢが、旋回側鏡板部（51）の周方向における前側部分（76）の長さ
ＬＦ以上となる（ＬＢ≧ＬＦ）。
【００５２】
　背面凹部（70）は、旋回側鏡板部（51）の径方向の幅Ｗが、旋回側鏡板部（51）の周方
向の全長に亘って実質的に一定である。本実施形態において、背面凹部（70）の幅Ｗは、
背面凹部（70）の内周側面から旋回側鏡板部（51）の外周面（54）までの距離である。こ
こで、旋回側ラップ（60）の外側面（65）から旋回側鏡板部（51）の外周面（54）までの
距離をＬとする（図７を参照）。本実施形態において、背面凹部（70）の幅Ｗは、この距
離Ｌの最小値Ｌminの半分よりも長い（Ｗ＞Ｌmin／２）。
【００５３】
　本実施形態において、背面凹部（70）の深さＤは、旋回側鏡板部（51）の厚さＴの約６
２％である。本実施形態の背面凹部（70）は、その深さＤが背面凹部（70）の全体に亘っ
て実質的に一定である。従って、背面凹部（70）の底壁面（75）は、旋回側鏡板部（51）
の前面（52）と実質的に平行な平坦面である。なお、背面凹部（70）の深さＤは、旋回側
鏡板部（51）の厚さＴの半分以上であるのが望ましい（Ｄ≧Ｔ／２）。更に、背面凹部（
70）の深さＤは、０．５Ｔ以上で０．８Ｔ以下であるのが望ましい。つまり、本実施形態
において、背面凹部（70）の深さＤと、旋回側鏡板部（51）の厚さＴは、０．５≦Ｄ／Ｔ
≦０．８の関係を満たすのが望ましい。
【００５４】
　ここで、旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（63）は、旋回側ラップ（60）の巻き終わ
り端（62）付近の部分である。本実施形態において、旋回側ラップ（60）の巻き終わり部
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（63）は、旋回側ラップ（60）のうち図５における半直線Ｈ１と半直線Ｈ２の間の部分を
指す。半直線Ｈ２は、旋回側鏡板部（51）の中心Ｃから旋回側鏡板部（51）の径方向の外
側へ延び、直線Ｌ１となす角度が２０°の半直線である。このように、本実施形態の旋回
側ラップ（60）の巻き終わり部（63）は、旋回側ラップ（60）のうち、旋回側ラップ（60
）の巻き終わり端（62）から、旋回側鏡板の中心Ｃ回りの角度（中心角）が２０°の範囲
に位置する部分である。なお、ここに示す中心角の値（２０°）は、単なる一例である。
【００５５】
　　－旋回側ラップに作用する荷重－
　スクロール圧縮機（10）の作動中において、旋回スクロール（50）の旋回側ラップ（60
）には、旋回側ラップ（60）の内側面（64）と外側面（65）のそれぞれに、圧縮室（31）
内の冷媒の圧力が作用する。そして、旋回側ラップ（60）の内側面（64）に作用する力と
外側面（65）に作用する力の差が大きいほど、旋回側ラップ（60）に作用する荷重が大き
くなる。
【００５６】
　図２に示すように、旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（63）は、圧縮機構（30）の吸
入ポート（44）の近傍に位置している。このため、スクロール圧縮機（10）の作動中にお
いて、旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（63）の内側面（64）と外側面（65）のそれぞ
れに作用する冷媒の圧力は、吸入ポート（44）から圧縮室（31）へ吸入される冷媒の圧力
と概ね等しい。従って、スクロール圧縮機（10）の作動中には、旋回側ラップ（60）の巻
き終わり部（63）に、それ程大きな荷重は作用しない。
【００５７】
　ところで、スクロール圧縮機（10）が停止した直後（即ち、電動機（20）への通電を遮
断した直後）は、冷媒が吐出口（45）から圧縮室（31）へ逆流し、圧縮室（31）内で冷媒
が膨張することによって、旋回スクロール（50）が逆方向（本実施形態では図２における
反時計方向）へ旋回することがある。また、旋回スクロール（50）の逆転中には、圧縮室
（31）が旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（63）に到達した時点でも、圧縮室（31）内
の冷媒圧力が吸入ポート（44）の冷媒圧力にまで下がりきっていない場合がある。この場
合は、旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（63）の内側面（64）と外側面（65）に作用す
る流体圧の差が、スクロール圧縮機（10）の作動中に比べて大きくなる。
【００５８】
　このように、旋回スクロール（50）の逆転中は、旋回スクロール（50）の正転中に比べ
て、旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（63）に作用する荷重が大きくなるおそれがある
。そして、旋回側鏡板部（51）のうち旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（63）の近傍の
部分の厚さが他の部分と同程度である場合に、旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（63）
に比較的大きな荷重が作用すると、旋回側鏡板部（51）は殆ど弾性変形しないため、旋回
側ラップ（60）の巻き終わり部（63）の根元（旋回側鏡板部（51）寄りの基端部）付近に
応力が集中し、旋回側ラップ（60）の破損を招くおそれがある。
【００５９】
　一方、本実施形態のスクロール圧縮機（10）では、旋回スクロール（50）の旋回側鏡板
部（51）に背面凹部（70）が形成される。上述したように、背面凹部（70）は、旋回側ラ
ップ（60）の巻き終わり部（63）に沿って延びている。そのため、旋回側鏡板部（51）で
は、旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（63）の近傍に、肉厚が比較的薄くて剛性が比較
的低い部分が形成される。従って、本実施形態の旋回側鏡板部（51）は、旋回側ラップ（
60）の巻き終わり部（63）に沿った部分の剛性が比較的低くなる。
【００６０】
　旋回スクロール（50）の逆転中に旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（63）に比較的大
きな荷重が作用すると、旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（63）が弾性変形するだけで
なく、旋回側鏡板部（51）のうち旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（63）の近傍の部分
も弾性変形する。そのため、旋回スクロール（50）の逆転中に旋回側ラップ（60）の巻き
終わり部（63）に作用する応力が分散し、旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（63）の根
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元付近において発生する応力が小さくなる。本実施形態において、旋回スクロール（50）
の逆転中に旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（63）の根元付近において発生する応力は
、旋回側鏡板部（51）に背面凹部（70）を形成しない場合の約８４％程度にまで低下する
。
【００６１】
　　－実施形態の特徴（１）－
　本実施形態のスクロール圧縮機（10）は、円板状の旋回側鏡板部（51）と旋回側鏡板部
（51）の前面（52）から突出する渦巻き壁状の旋回側ラップ（60）とを有する旋回スクロ
ール（50）と、旋回側ラップ（60）と噛み合う渦巻き壁状の固定側ラップ（42）を有する
固定スクロール（40）とを備える。このスクロール圧縮機（10）において、旋回側鏡板部
（51）には、旋回側鏡板部（51）の背面（53）に開口して旋回側ラップ（60）の巻き終わ
り部（63）に沿って延びる背面凹部（70）が形成される。
【００６２】
　本実施形態の旋回側鏡板部（51）において、背面凹部（70）が形成された部分は、他の
部分に比べて厚さが薄く、従って他の部分に比べて剛性が低い。背面凹部（70）は、旋回
側ラップ（60）の巻き終わり部（63）に沿って延びている。従って、旋回側鏡板部（51）
は、旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（63）に沿った部分の剛性が比較的低くなる。
【００６３】
　旋回スクロール（50）の逆転中には、旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（63）に比較
的大きな応力が発生する場合がある。この場合、本実施形態のスクロール圧縮機（10）で
は、旋回側鏡板部（51）のうち背面凹部（70）が形成された部分（即ち、剛性が比較的低
い部分）が弾性変形する。このため、旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（63）の根元付
近の部分（即ち、旋回側鏡板部（51）寄りの基端部）において発生する応力が小さくなり
、旋回側ラップ（60）の損傷が回避される。
【００６４】
　　－実施形態の特徴（２）－
　本実施形態のスクロール圧縮機（10）において、背面凹部（70）は、旋回側ラップ（60
）の伸長方向における旋回側ラップ（60）の巻き終わり端（62）の前側と後側の両方に亘
って形成される。旋回側ラップ（60）の伸長方向は、旋回側ラップ（60）に沿って旋回側
ラップ（60）の巻き始め端（61）から巻き終わり端（62）へ向かう方向である。
【００６５】
　本実施形態の背面凹部（70）は、その一部が旋回側ラップ（60）の伸長方向における旋
回側ラップ（60）の巻き終わり端（62）の前側に位置し、残りの部分が旋回側ラップ（60
）の伸長方向における旋回側ラップ（60）の巻き終わり端（62）の後側の領域に位置する
。
【００６６】
　また、本実施形態のスクロール圧縮機（10）において、背面凹部（70）は、旋回側鏡板
部（51）の周方向における旋回側ラップ（60）の巻き終わり端（62）の前側と後側の両方
に亘って形成される。
【００６７】
　本実施形態の背面凹部（70）は、その一部が旋回側鏡板部（51）の周方向における旋回
側ラップ（60）の巻き終わり端（62）の前側に位置し、残りの部分が旋回側鏡板部（51）
の周方向における旋回側ラップ（60）の巻き終わり端（62）の後側の領域に位置する。
【００６８】
　　－実施形態の特徴（３）－
　本実施形態のスクロール圧縮機（10）において、背面凹部（70）は、“旋回側ラップ（
60）の伸長方向における旋回側ラップ（60）の巻き終わり端（62）の後側に位置する後側
部分（77）”の旋回側鏡板部（51）の周方向の長さが、“旋回側ラップ（60）の伸長方向
における旋回側ラップ（60）の巻き終わり端（62）の前側に位置する前側部分（76）”の
旋回側鏡板部（51）の周方向の長さ以上である。
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【００６９】
　本実施形態の背面凹部（70）は、旋回側ラップ（60）の伸長方向における旋回側ラップ
（60）の巻き終わり端（62）の後側に位置する部分（77）が、旋回側ラップ（60）の巻き
終わり部（63）に沿う一方、旋回側ラップ（60）の伸長方向における旋回側ラップ（60）
の巻き終わり端（62）の前側に位置する部分（76）が、旋回側ラップ（60）の巻き終わり
部（63）から外れる。従って、この態様の背面凹部（70）は、旋回側ラップ（60）の巻き
終わり部（63）に沿う部分（77）の長さが、旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（63）か
ら外れた部分（76）の長さ以上となる。
【００７０】
　また、本実施形態のスクロール圧縮機（10）において、背面凹部（70）は、“旋回側鏡
板部（51）の周方向における旋回側ラップ（60）の巻き終わり端（62）の後側に位置する
後側部分（77）”の旋回側鏡板部（51）の周方向の長さが、“背面凹部（70）のうち旋回
側鏡板部（51）の周方向における旋回側ラップ（60）の巻き終わり端（62）の前側に位置
する前側部分（76）”の旋回側鏡板部（51）の周方向の長さ以上である。
【００７１】
　本実施形態の背面凹部（70）は、旋回側鏡板部（51）の周方向における旋回側ラップ（
60）の巻き終わり端（62）の後側に位置する部分（77）が、旋回側ラップ（60）の巻き終
わり部（63）に沿う一方、旋回側鏡板部（51）の周方向における旋回側ラップ（60）の巻
き終わり端（62）の前側に位置する部分（76）が、旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（
63）から外れる。従って、本実施形態の背面凹部（70）は、旋回側ラップ（60）の巻き終
わり部（63）に沿う部分（77）の長さが、旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（63）から
外れた部分（76）の長さ以上となる。
【００７２】
　　－実施形態の特徴（４）－
　本実施形態のスクロール圧縮機（10）において、背面凹部（70）は、旋回側鏡板部（51
）の背面（53）と外周面（54）の両方に開口する。
【００７３】
　本実施形態の旋回側鏡板部（51）では、その背面（53）と外周面（54）の両方に背面凹
部（70）が開口する。旋回側鏡板部（51）の外周面（54）は、旋回側鏡板部（51）の径方
向における旋回側ラップ（60）の外側に位置する。従って、本実施形態の背面凹部（70）
は、その少なくとも一部分が、旋回側鏡板部（51）の径方向における旋回側ラップ（60）
の巻き終わり部（63）の外側に位置する。本実施形態の旋回側鏡板部（51）は、その外周
面（54）に背面凹部（70）が開口するため、旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（63）に
沿った部分の剛性が低くなる。
【００７４】
　　－実施形態の特徴（５）－
　本実施形態のスクロール圧縮機（10）において、背面凹部（70）は、その全体が旋回側
鏡板部（51）の径方向における旋回側ラップ（60）の外側に形成される。
【００７５】
　本実施形態の旋回側鏡板部（51）では、旋回側鏡板部（51）の径方向における旋回側ラ
ップ（60）の外側の部分に、背面凹部（70）の全体が配置される。
【００７６】
　　－実施形態の特徴（６）－
　本実施形態のスクロール圧縮機（10）は、背面凹部（70）の深さをＤとし、旋回側鏡板
部（51）の厚さをＴとしたときに、０．５≦Ｄ／Ｔ≦０．８の関係を満たす。
【００７７】
　このため、旋回側鏡板部（51）のうち背面凹部（70）が形成された部分の剛性が比較的
低くなり、旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（63）の根元付近の部分において発生する
応力が小さくなる。
【００７８】
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　　－実施形態の変形例－
　上記実施形態については、以下のような構成としてもよい。
【００７９】
　　　〈第１変形例〉
　本実施形態の旋回スクロール（50）において、旋回側鏡板部（51）の背面凹部（70）は
、旋回側鏡板部（51）の径方向における旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（63）の外側
面（65）の内側と外側の両方に亘って形成されていてもよい。つまり、本実施形態の旋回
スクロール（50）において、旋回側鏡板部（51）の背面凹部（70）は、その少なくとも一
部分が、旋回側鏡板部（51）の径方向における旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（63）
の外側に位置していればよい。
【００８０】
　図８及び図９に示す本変形例の旋回スクロール（50）において、背面凹部（70）の内周
側壁面（71）は、旋回側鏡板部（51）の径方向における旋回側ラップ（60）の巻き終わり
部（63）の内側面（64）と外側面（65）の間に位置する。また、図１０及び図１１に示す
本変形例の旋回スクロール（50）において、背面凹部（70）の内周側壁面（71）は、旋回
側鏡板部（51）の径方向における旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（63）の内側面（64
）よりも内側に位置する。
【００８１】
　本変形例のスクロール圧縮機（10）において、背面凹部（70）は、旋回側鏡板部（51）
の径方向における旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（63）の外側面（65）の内側と外側
の両方に亘って形成される。
【００８２】
　本変形例の旋回側鏡板部（51）では、旋回側鏡板部（51）の径方向における旋回側ラッ
プ（60）の外側の部分と、旋回側鏡板部（51）の径方向における旋回側ラップ（60）の巻
き終わり部（63）の外周面（54）よりも内側の部分とに亘って、背面凹部（70）が形成さ
れる。このため、旋回側鏡板部（51）では、旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（63）の
近傍の部分の剛性が確実に低くなり、旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（63）の基端部
付近における応力の集中が緩和される。
【００８３】
　図１２に示すように、本実施形態および本変形例のスクロール圧縮機（10）において、
背面凹部（70）の幅Ｗは、ＷＬ以上でＷＨ以下の範囲（ＷＬ≦Ｗ≦ＷＨ）であるのが望ま
しい。ＷＬ及びＷＨは、下記の数式で表される値である。
　　　ＷＬ＝Ｒ－（Ｒe＋ｔe）
　　　ＷＨ＝Ｒ－（Ｒe－２ｔe）
【００８４】
　上記の数式の「Ｒ」、「Ｒｅ」、及び「ｔｅ」について、図１２を参照しながら説明す
る。旋回側ラップ（60）の外側面（65）の最外周端（66）と旋回側鏡板部（51）の中心Ｃ
を通る直線を、直線ＩＬとする。「Ｒ」は、直線ＩＬ上における旋回側鏡板部（51）の中
心Ｃから旋回側鏡板部（51）の外周面（54）までの距離である。「Ｒe」は、直線ＩＬ上
における旋回側鏡板部（51）の中心Ｃから旋回側ラップ（60）の外側面（65）までの距離
である。「ｔｅ」は、直線ＩＬ上における旋回側ラップ（60）の厚さである。
【００８５】
　ＷＬ≦Ｗ≦ＷＨの関係が満たされる場合は、背面凹部（70）の内周側壁面（71）が、旋
回側ラップ（60）の巻き終わり部（63）に近接した位置に形成される。このため、旋回側
鏡板部（51）のうち旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（63）に近接した領域の剛性を、
背面凹部（70）を形成することによって確実に低下させることができる。従って、この場
合は、旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（63）の根元付近の部分において発生する応力
を小さくでき、旋回側ラップ（60）の損傷を回避できる。
【００８６】
　　　〈第２変形例〉
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　図１３に示すように、本実施形態の旋回スクロール（50）において、旋回側鏡板部（51
）の背面凹部（70）は、その全体が旋回側ラップ（60）の巻き終わり部（63）に沿ってい
てもよい。
【００８７】
　本変形例の背面凹部（70）の前側壁面（73）は、旋回側鏡板部（51）の周方向における
旋回側ラップ（60）の巻き終わり端（62）の後側に位置する。言い換えると、本変形例の
背面凹部（70）の前側壁面（73）は、旋回側ラップ（60）の伸長方向における旋回側ラッ
プ（60）の巻き終わり端（62）の後側に位置する。従って、本変形例では、背面凹部（70
）の全体が、旋回側鏡板部（51）の周方向における旋回側ラップ（60）の巻き終わり端（
62）の後側に位置する。言い換えると、本変形例では、背面凹部（70）の全体が、旋回側
ラップ（60）の伸長方向における旋回側ラップ（60）の巻き終わり端（62）の後側に位置
する。
【００８８】
　また、図１４に示すように、本変形例の背面凹部（70）は、旋回側鏡板部（51）の周方
向における長さが、図１３に示す背面凹部（70）よりも長くてもよい。図１４に示す背面
凹部（70）は、旋回側鏡板部（51）の周方向における長さが、図５に示す背面凹部（70）
と同程度である。
【００８９】
　本変形例の旋回スクロール（50）において、背面凹部（70）の内周側壁面（71）は、旋
回側鏡板部（51）の径方向における旋回側ラップ（60）の外側面（65）の外側に位置する
。本変形例の旋回スクロール（50）旋回側鏡板部（51）において、背面凹部（70）は、旋
回側鏡板部（51）の径方向における旋回側ラップ（60）の旋回側ラップ（60）の外側面（
65）の外側の部分に配置される。
【００９０】
　　　〈参考技術１〉
　図１５に示すように、本実施形態の旋回スクロール（50）において、旋回側鏡板部（51
）の背面凹部（70）は、旋回側鏡板部（51）の背面（53）だけに開口していてもよい。つ
まり、本参考技術の背面凹部（70）は、旋回側鏡板部（51）の外周面（54）に開口してお
らず、その外周側壁面（72）が旋回側鏡板部（51）の外周面（54）よりも旋回側鏡板部（
51）の径方向の内側に位置する。
【００９１】
　　　〈参考技術２〉
　図１６に示すように、本実施形態の旋回スクロール（50）において、旋回側鏡板部（51
）の背面凹部（70）は、その深さが旋回側鏡板部（51）の径方向の内側へ向かって次第に
浅くなる形状であってもよい。この場合、背面凹部（70）の底壁面（75）は、傾斜面とな
る。
【００９２】
　　　〈第３変形例〉
　本実施形態の圧縮機構（30）は、固定側ラップ（42）が旋回側ラップ（60）よりも長い
非対称ラップ構造に限定されない。本実施形態の圧縮機構（30）は、固定側ラップ（42）
と旋回側ラップ（60）の長さが等しい対称ラップ構造であってもよい。
【００９３】
　以上、実施形態および変形例を説明したが、特許請求の範囲の趣旨および範囲から逸脱
することなく、形態や詳細の多様な変更が可能なことが理解されるであろう。また、以上
の実施形態および変形例は、本開示の対象の機能を損なわない限り、適宜組み合わせたり
、置換したりしてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００９４】
　以上説明したように、本開示は、スクロール圧縮機について有用である。
【符号の説明】
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【００９５】
　10　　スクロール圧縮機
　40　　固定スクロール
　42　　固定側ラップ
　50　　旋回スクロール
　51　　旋回側鏡板部
　52　　（旋回側鏡板部の）前面
　53　　（旋回側鏡板部の）背面
　54　　（旋回側鏡板部の）外周面
　60　　旋回側ラップ
　62　　（旋回側ラップの）巻き終わり端
　63　　（旋回側ラップの）巻き終わり部
　65　　（旋回側ラップの）外側面
　70　　背面凹部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】

【図１６】
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